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まちの人口（平成 26 年７月１日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】
総人口 17,339 人（2 人減）  男 8,424 人（4 人減）  女 8,915 人（2 人増）  世帯数 6,859 世帯（6 世帯増）※ (　) 内は前月比

伝え続けて100号
これからもよろしくお願いします

（協力：びわのかげ保育所の子どもたち＆んだべぇ）
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積
み
重
ね
て
発
刊
１
０
０
号

　
成
18
年
３
月
に
４
町
村
合
併
に
よ

り
誕
生
し
た
南
会
津
町
。
広
報
み

な
み
あ
い
づ
は
、
平
成
18
年
４
月

号
か
ら
始
ま
り
、
今
月
号
で
１
０
０
号
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
毎
月
、
読
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
か
。

　

広
報
紙
は
毎
月
、
各
世
帯
に
配
布
さ
れ
る
の

で
、
町
政
に
あ
ま
り
関
心
が
な
い
人
に
も
、
町

の
話
題
、
施
策
、
進
む
べ
き
方
向
性
な
ど
が
伝

わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
平
等
に
届
け
る
こ
と
が
で

き
る
広
報
紙
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、
こ
れ
か

ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
役
立
つ
情
報
を

わ
か
り
や
す
く
、
正
し
く
お
伝
え
し
て
い
き
ま

す
。

広報みなみあいづ100号
広報みなみあいづは毎月積み重ね、今月で100号。
これからも皆さんに楽しく読んでもらえる広報紙を目指します。

平
広
報
み
な
み
あ
い
づ
の
こ
れ
か
ら

　

毎
月
皆
さ
ん
へ
届
く
広
報
紙
で
す
が
、
読
ん

で
も
ら
え
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
も
ら
え
る
、
魅
力

あ
る
広
報
紙
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
号
か
ら
は
全
ペ
ー
ジ
フ
ル
カ
ラ

ー
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
写
真
な
ど
を
多
く

取
り
入
れ
、
皆
さ
ん
の
目
を
引
く
よ
う
な
紙
面

づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
側
か
ら
の
一
方
通
行
の
広
報
紙

で
は
な
く
、
皆
さ
ん
と
町
と
で
情
報
を
共
有
で

き
る
広
報
、
頑
張
る
町
民
の
皆
さ
ん
を
応
援
す

る
広
報
み
な
み
あ
い
づ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
み
な
み
あ
い
づ
の
顔
で
も
あ
る
表
紙
。

左
下
が
創
刊
号
の
平
成
18
年
４
月
号
。

順
に
右
上
へ
向
か
っ
て
１
号
１
号
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歴
史
は
刻
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
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02　広報みなみあいづ100号
04　クマに注意！
06　今年も魅せます
　　 田島祇園祭屋台歌舞伎
08　役場からのお知らせ
　　　町職員採用候補者試験（高
　　　校卒程度）／後期高齢者医
　　　療制度のお知らせ／新しい
　　　保険証をお届けします／鉄
　　　道運賃の一部を助成／ごみ
　　　の出し方のお願い　ほか
15　南会津町青少年の主張大会
18　まちの話題
　　　高齢者叙勲／荒海防犯協
　　　会の防犯標語審査会／第
　　　20回ひめさゆり祭　ほか
20　くらしの情報
24　健康通信
26　緑のふるさと協力隊奮戦記
28　文化ホール・ガイド

［広報みなみあいづ100号］
　びわのかげ保育所の子
どもたちと「んだべぇ」に
協力してもらい、人文字
で「100」を作成しました。
　協力いただいた皆さん、
ありがとうございます。

目次 Contents
2014年7月号

今月の表紙

クマに注意！

ク
マ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

　

ク
マ
は
本
来
、
木
の
実
な
ど
を
主

食
と
す
る
臆
病
な
動
物
で
、
人
間
に

気
付
け
ば
自
ら
逃
げ
た
り
、
身
を
隠

し
た
り
す
る
た
め
、
出
会
う
こ
と
自

体
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
最
近
、
自
然
環
境
の
変
化

や
ク
マ
の
生
態
の
変
化
な
ど
の
要
因

に
よ
り
、
人
里
近
く
ま
で
お
り
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
津
地
方
で
は
、
本
町
だ
け
で
な

く
会
津
美
里
町
や
喜
多
方
市
で
も
ク

マ
に
襲
わ
れ
る
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
私
た
ち
も
自

然
に
親
し
む
た
め
、
キ
ャ
ン
プ
や
釣

　６月20日に本町の栗生沢地区で、住民の方がク
マに襲われ怪我をする事故が発生しました。
　この他にもクマの目撃・出没情報が多く寄せら
れています。クマの被害を防ぐため、クマの生態
や山に入るときの注意点を確認しましょう。

ツキノワグマの特徴
　［体長］１１０cm ～１５０cm
　［体重］８０kg ～１２０kg
　［感覚］聴覚・嗅覚ともに非常に優れている
　［主食］ドングリなどの木の実、ハチミツなど
　［活動］明け方や夕方が活発だが、日中も活動する

農林課 林政係  0241-62-6220問

クマが住む山に入るという意識をもつ
 ・入山するときには、クマの生息地に立ち
　入っていることを常に意識してください。
 ・笹やぶなど見通しのきかない場所や、川
　や沢などの水音がする場所では、クマの
　接近に気付かないこともあるので注意が
　必要です。
 ・クマの活動が活発になる明け方・夕暮れ
　時の入山・作業はなるべく避けましょう。

クマの被害に遭わないために
 ・クマの糞や足跡などの痕跡を見つけたら、
　その先には行かず引き返してください。
 ・クマに人間の存在を知らせるため、ラジ
　オや鈴など音の出るものを携帯しましょ
　う。
 ・子グマを見つけたら、近くに母グマが必
　ずいます。非常に危険ですので静かに立
　ち去りましょう。
 ・クマに出会ってしまったら、静かにその
　場から立ち去りましょう。背中を見せて
　逃げるのは禁物です。

山に入るときの注意クマの出没を防ぐ

見通しを良くしよう
　山際の下草の刈り払いを行うことで、山
林と農地・集落の間の見通しを良くすれば、
クマが隠れる場所がなくなります。
　さらに見通しを良くすることで、やぶか
ら突然クマが現れて襲われるといった可能
性も下がります。
誘引物を適正に管理しましょう
　養蜂箱（みつばち）はクマの大好物で、
人里に強烈に誘引し、被害の温床となって
います。通学路、住宅地、田畑、里山など
には設置しないようにしましょう。また、
集落内に生育するクワゴ、プラム、クリ、
カキなどもクマの大好物です。これらの果
樹の場所を集落で把握しておき、早めに収
穫するなど適正に処置しましょう。
電気柵を設置しよう
　農作物の味を覚えたクマは、継続的に里
におりてくるようになり、私たちとの遭遇
の機会が増え危険です。
　電気柵を適切に設置することで、農作物
を守りクマの出現を防ぐことができます。

　山に入る場合や、山際で作業する際は、
次のことに十分気をつけてください。

対　策　編
　クマの被害に遭わないための対策方法を、山に入るとき
の注意点、出没を防ぐ方法の２本立てでご紹介します。

　集落近くへのクマの出没を防ぐための対
策として、次のような方法があります。

り
、
登
山
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
で
ク

マ
の
生
息
域
で
あ
る
山
林
に
入
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
ク
マ
も
こ
の

時
期
、
山
の
木
々
に
実
っ
た
木
の
実

な
ど
を
食
べ
る
た
め
、
活
発
に
山
々

を
移
動
し
て
い
ま
す
。

　

ク
マ
に
バ
ッ
タ
リ
出
会
っ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
に
、
私
た
ち
人
間
側
が

存
在
を
知
ら
せ
る
よ
う
行
動
す
る
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

南
会
津
町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で

暮
ら
す
私
た
ち
と
ク
マ
と
が
、
互
い

に
共
存
し
て
い
く
た
め
、
私
た
ち
は

ク
マ
を
知
り
、
対
処
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
ク
マ

の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策
方

法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

町
は
、
ク
マ
の
被
害
か
ら
住
民
を

守
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
活
動

　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
と
併
せ
て
、
注

意
を
喚
起
す
る
看
板
の
設
置
や
、
目

撃
・
出
没
情
報
の
あ
っ
た
周
辺
地
域

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

　

ク
マ
だ
け
で
な
く
、
有
害
鳥
獣
に

よ
る
農
作
物
等
へ
の
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
機
材
等
の
設
置
や
刈
り
払

い
経
費
な
ど
へ
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
事
業
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
農
林
課
林
政
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。（0241-62-6220

）
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絵
え ほ ん た い こ う き

本太功記 十
じゅうだんめ

段目尼
あまがさきかんきょ

崎閑居の場
ば

本能寺で小田春永（織田信長）を殺害した武智光秀（明智光秀）の物語です。
母のさつきは、息子の光秀が君主を殺したことを非常に責めていました。そ
れは、武士としての道徳に反するという考えからです。しかし、妻のみさおは、
夫に従うしかありません。
嫁、妻、母３人の女の前で、みるみる家庭が崩れていきます。　

時
と き つ か ぜ

津風日
ひ

の出
で

の松
まつ

 鴫
しぎやまじょうない

山城内の段
だん

田島地区にある中世の山城「鴫山城」が舞台です。天正年間、城主の長沼盛
秀が伊達政宗の軍勢に攻められ恭順の意を示すか、一戦を交えるか判断に迷
うが、合戦になれば長沼家の滅亡は目に見えていると考えた家老の隼人之助
は、罪を一身に背おうため伊達の重臣の目の前で切腹し命をかけて伊達家と
和睦することを嘆願するというものです。

一
いちのたにふたばぐんき

谷嫩軍記 須
す ま

磨の浦
うら

の段
だん

源平の戦で都を落ちのびた平家の陣に、源氏方が攻め寄せ平家が敗れる物語。
先陣は熊谷次郎直実と小次郎直家の親子。平敦盛が熊谷に討たれ、敦盛の許
嫁玉織姫が平山武者所に刺されます。しかし、実はこの敦盛こそが乱戦の中
で敦盛になりすました小次郎直家であった。

演目を
　チェック

湯田寛
ひ ろ と

人くん
（田島中１年）

隼
人
之
助 

役

菊地　翔
しょう

くん
（田島中１年）

長
沼
盛
秀 

役

渡部珠
し ゅ ら

羅さん
（田島中１年）

片
倉
小
十
郎 

役

湯田里
り ほ

穂さん
（田島小５年）

皆
川
久
馬 

役

渡部彩
あ む

夢さん
（田島小２年）

若
愛 

役

星　真
ま う

羽さん
（田島小３年）

左
馬
之
助 

役

菅原佑
ゆ は る

晴さん
（田島小５年）

千
草 

役

猪股和
か ず さ

彩さん
（田島小５年）

御
台
所 

役

佐藤恭
の り か

香さん
（田島高１年）

熊
谷
次
郎 

直
実 

役

猪股彩
あ や か

可さん
（田島高１年）

平  

敦
盛 

役

渡部幸
こうだい

太くん
（旭田小６年）

平
山 

役

渡邊陽
は る か

風さん
（田島中１年）

玉
織
姫 

役

星  貴晴さん（田島上町）

熊
谷
次
郎 

直
実 

役

土橋一馬さん（木伏）

平  

敦
盛 

役

神野藤辰也さん（東町）

平
山 

役

伊藤  綾さん（中町）

玉
織
姫 
役

猪股  淳さん（東町）

武
智
光
秀 

役

星　慎さん（東町）

武
智
十
次
郎 

役

星  萌
も え か

佳さん
（田島高１年）

光
秀
妻 

み
さ
お 

役

吉田正子さん（後原）

光
秀
母 

さ
つ
き 

役

渡部浩一さん（長野）

佐
藤
正
清 

役

湯田真季さん（本町）

真
柴
筑
前
守
久
吉 

役
星  英里奈さん（水無）

十
次
郎
妻 

初
菊 

役

演目を
　チェック

演目を
　チェック

子供役者

大人役者

今
年
も
魅
せ
ま
す

田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎

　

暦
は
７
月
。
今
年
も
会
津
田
島
祇
園

祭
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

７
月
22
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
行
わ

れ
る
祇
園
祭
。
８
２
０
余
年
の
伝
統
を

誇
る
祭
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の
見
所
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
で
や
か
な
花
嫁
た
ち
が
厳
か
に
練

り
歩
く
『
七
行
器
行
列
』
は
、
祭
り
の

伝
統
を
。
４
つ
の
屋
台
が
夜
の
町
を
駆

け
抜
け
る
『
屋
台
運
行
』
は
、
祭
り
の

興
奮
を
。
そ
し
て
、
屋
台
の
上
で
演
じ

ら
れ
る
『
屋
台
歌
舞
伎
』
は
、
祭
り
に

彩
り
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎
保
存
会

は
、
今
年
も
祇
園
祭
の
期
間
中
、
町
内

４
つ
の
屋
台
で
歌
舞
伎
を
上
演
。
13
人

の
子
供
役
者
と
10
人
の
大
人
役
者
が
３

演
目
を
演
じ
ま
す
。祭
り
に
華
を
沿
え
、

彩
り
を
与
え
て
く
れ
る
屋
台
歌
舞
伎
、

そ
の
伝
統
と
誇
り
を
受
け
継
ぎ
、
祭
り

本
番
に
向
け
、
子
ど
も
た
ち
は
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
す
。

公
開
稽
古
を
ぜ
ひ

　

稽
古
に
励
む
子
ど
も
た
ち
は
、
本
番

で
演
じ
る
屋
台
の
上
で
の
公
開
稽
古
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
番
さ
な
が
ら
に
、

真
剣
に
稽
古
に
打
ち
込
む
子
ど
も
た
ち

の
演
技
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

７月15日（火）　上屋台格納庫
　演目＝『絵本太功記』
７月17日（木）　西屋台格納庫
　演目＝『一谷嫩軍記』
７月18日（金）　本屋台格納庫
　演目＝『時津風日の出の松』
※時間はいずれも午後７時からです。

公開稽古日程
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役 場 か ら の お 知 ら せ

未来の町を支える若い力を募集します
平成27年度南会津町職員（高校卒程度）採用候補者試験

◆試験の期日・場所
　①第１次試験
　　［日時］９月21日（日）
　　　　　　受付：午前９時
　　　　　　試験：午前10時～
　　［場所］福島県立田島高等学校
　　　　　　（南会津町田島字田部原260）
　②第２次試験
　　第１次試験合格者に別途通知します。
◆受験手続き
　　申込用紙は、総務課並びに各総合支所町民課
　で交付します。必要事項を記入の上、提出して
　ください。
◆受付期間
　　７月16日（水）から８月15日（金）までの執
　務時間中に限ります。
　※郵便による提出の場合も、８月15日（金）必
　　着です。

　この試験に関して不明な点は、下記へ問い合わ
せください。

総務課 総務係　　　　　　　0241-62-6100
舘岩総合支所町民課 総務係　0241-78-3320
伊南総合支所町民課 総務係　0241-76-7711
南郷総合支所町民課 総務係　0241-72-2111

問
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問

　南会津町職員採用候補者試験を次により行いま
す。
◆試験職種・採用予定人員

◆受験資格
　①日本国籍を有する者
　②地方公務員法第16条（欠格条項）に該当しな
　　い者
　③年齢資格等
　　　平成５年４月２日から平成９年４月１日ま
　　でに生まれた者（学歴は問いません。）
◆試験の方法
　　高校卒程度で行います。
　①第１次試験
　・教養試験
　　　職員として必要な一般知識および知能につ
　　いて、択一式による筆記試験を行います。
　・各種検査
　　　事務適性検査、一般性格診断検査、職場適
　　応性検査を行います。
　②第２次試験
　　　第１次試験合格者に対して、小論文、集団
　　討論および個別面接による試験を行います。

あなたもまちづくりの
　スタートラインに立ちませんか？
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わ
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手
帳
や
年
金
証
書
等

　

②
ご
加
入
の
保
険
証

　

③
印
鑑

Ｑ）加入するとどうなるの？
▼医療機関での診療にかかる窓口負担
　の割合が、　１割（現役世代並みに所得
　がある方は３割）で医療を受けられ
　ます。
▼医療機関に支払う１か月あたりの自
　己負担限度額も、低く設定されてい
　ます。
▼後期高齢者医療制度の加入者は、一
　人一人が保険料を負担します。その
　ため、これまで保険料を負担してい
　なかった被用者保険等の被扶養者の
　方も保険料がかかります。

Ｑ）障がい認定の方が脱退したいときは？
▼ 75 歳の誕生日前であれば、後期高齢
　者医療制度から脱退することができ
　ます。役場にて障がい認定を撤回す
　る申請をして、国民健康保険や被用
　者保険等に加入することができます。

65
歳
か
ら
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で
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定
程
度
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が
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方

後
期
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一般事務 若干名
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新しい「被保険者証」は
ピンク色です。

８
月
か
ら
新
し
い
保
険
証
に
な
り
ま
す
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役 場 か ら の お 知 ら せ

新しい保険証をお届けします
南会津町国民健康保険

◆保険証の一斉更新について
　　南会津町国民健康保険の保険証は、毎年８月
　１日に一斉更新となります。
　　８月１日から使用できる保険証は、７月下旬
　に各世帯分を世帯主あてに郵送で送ります。
　　保険証は、個人ごとのカードタイプになって
　いますので、内容をよくお確かめください。

◆古い保険証はどうするの？
　　古い保険証は、有効期限が切れて使用できな
　くなります。
　　個人情報が記載されていますので、お近くの
　役場窓口へ返却いただくか、各自が責任をもっ
　て処分してください。

◆今年８月１日までに75歳になられる方へ
　　今年８月１日までに、75歳の誕生日を迎えら
　れる方は、後期高齢者医療制度の被保険者にな
　るため、該当する方の保険証は、同封されてい
　ません。（別途郵送されます。）

住民生活課 国保年金係　　0241-62-6120
舘岩総合支所町民課 　　　0241-78-3345
伊南総合支所町民課 　　　0241-76-7712
南郷総合支所町民課 　　　0241-72-2224

問

保険証の使用時の注意点
▼保険医療機関等において受診する際は、必ず
　保険証を窓口で提示してください。
▼ 70 歳の誕生日を迎えた方は、誕生日の翌月か
　ら高齢受給者証が交付されます。70 歳から 74
　歳の方は、保険証と高齢受給者証を合わせて
　保険医療機関等の窓口へ提示してください。
▼保険医療機関等の窓口で支払う一部負担金は、
　下表のとおりです。

▼転出等で被保険者の資格がなくなったときは、
　直ちに保険証をお近くの役場窓口へ返却して
　ください。
▼勤め先の健康保険に加入されたときや、被扶
　養者になったときは、14 日以内に勤務先の保
　険証と国保の保険証を添えて、お近くの役場
　窓口へ届け出てください。

　平成 26 年５月 23 日から６月 20 日の間に、右記の皆さんか
らふるさと納税（応援寄附金）をいただきました。

【いただいたメッセージ】※順不同、原文のまま紹介
　▼新緑の奇麗な街だと思いました。皆様の生活が守られて、　
　　自然も守られていくといいと思います。　
　▼美味しいおそばを食べ、美酒を飲みスキーなどにも訪れて
　　います。少額ですが、ご活用いただければ幸いです。
　▼最近拝見していませんが、湯ノ花のお神楽や水引の十人芸
　　などのためにお使いいただければと思います。
　▼今年はまだ行けていませんが、南会津の自然好きで訪れま
　　す。昨年に引き続きの納税です。特産品（農産物）の特典
　　もよかったです。
　▼十年前から桧枝岐の温泉にＧＷか夏休みに一泊しています。
　　途中の道の駅では親切にしてもらってます。
　▼災害指定区域だったので。

住　所 氏　名

東京都三鷹市 國重　 修 様

東京都江東区 神谷 輝臣 様

東京都八王子市 納村 恵信 様

岐阜県岐阜市 荒深 秀子 様

匿名希望 ６件

計 １０件

南会津町　ふるさと納税 検 索

総合政策課 地域振興係  0241-62-6240問

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

国民健康保険　　　　　　有効期限　平成 27 年 7 月 31 日
被保険者証　　　記号　島30　　番号　999999

氏 名

生 年 月 日

資格取得年月日

交 付 年 月 日

世 帯 主 氏 名

住 所

発 行 番 号

保険者番号

昭和 99 年 99 年 99 日　　　　　　性別　男

平成 99 年 99 月 99 日

平成 26 年 08 月 01 日

南会津　太郎
福島県南会津郡南会津町
田島字後原甲３５３１番地１

南
ﾐﾅﾐｱｲﾂﾞ ｼﾞﾛｳ

会津　次郎

9 9 9 9 9 9 9

9 9 9 9 9 9

詳しくは町のホームページをご覧
ください。

区　分 一部負担金の割合
18歳以下

（18歳の誕生日以降最
初の３月末まで）

０割

19 ～ 69歳 ３割

70 ～ 74歳 高齢受給者証に
記載された割合

この夏は鉄道に乗って出掛けよう
会津鉄道・野岩鉄道の鉄道運賃の一部を助成します

　会津・野岩鉄道利用促進協議会や、南会津町公共交通対策協議会では、多くの皆さんに会津
鉄道・野岩鉄道を利用していただくため、鉄道運賃の一部を助成しています。

会津鉄道株式会社　 　　0242-28-5885
総合政策課 地域振興係　0241-62-6240

問

　　夏休み期間中に、会津・野岩鉄道を利用
　する際の運賃の一部を助成します。

［対象］小学生の子どもを含む家族で、「浅草
　往復列車たびきっぷ」を利用する場合

［利用期間］７月19日（土）～８月24日（日）

［助成額］大人１人につき、小学生の子ども１
　人分の運賃全額を助成します。

［助成人数］60人（※助成には限りがあります。
　お早めにお申込みください。）

［注意点］助成は１回限りです。「マイレール
　化推進事業」や団体割引との併用はできま
　せん。また、東武鉄道の特急料金、個室料
　金は除きます。

［申込方法］利用日の前日までに、会津鉄道の
　有人駅（西若松駅、芦ノ牧温泉駅、湯野上
　温泉駅、会津下郷駅、会津田島駅、会津高
　原尾瀬口駅）でお申込みください。

１  夏休みファミリー割引事業

　　グループや団体で、会津・野岩鉄道を利
　用する際の運賃の一部を助成します。

［対象］４人以上のグループ

［利用期間］平成27年３月31日まで

［助成対象区間］喜多方駅～浅草駅区間・新宿
　駅区間

［助成率］鉄道運賃の10分の１以内

［注意点］「夏休みファミリー割引事業」との
　併用はできません。また、東武鉄道の特急
　料金、個室料金は除きます。

［申込方法］「夏休みファミリー割引事業」と
　同じです。

　会津鉄道の主要駅（西若松・芦ノ牧温泉・
湯野上温泉・会津下郷・会津田島各駅）から、
会津鬼怒川線を経由し、東武鉄道の春日部・
北千住・浅草方面のいずれかの駅までの往復
割引きっぷです。

［有効期限］４日間

［発売駅］会津鉄道の西若松駅、芦ノ牧温泉駅、
　湯野上温泉駅、会津下郷駅、会津田島駅

２  マイレール化推進事業

３  浅草往復列車たびきっぷ

４  会津・野岩鉄道利用促進事業補助金

　南会津町公共交通対策協議会では、南会津
町民４人以上の団体・グループに対して、会
津・野岩鉄道を利用した際の運賃の30％を支
援しています。

［対象となる区間］西若松駅から新藤原駅区間

［助成率］鉄道運賃の30％

［助成限度額］50,000円（１グループ）

［注意点］会津・野岩鉄道の利用区間の運賃、
　前述の各割引制度を利用した後の運賃も対
　象となります。
　　なお、会津鉄道、野岩鉄道利用区間の運
　賃明細等が必要となります。

［申込方法］利用前日までに、総合政策課にお
　申込みください。

大人１人、子ども１人（小学生）で、
西若松駅 ⇔ 浅草駅（往復）の場合

通常料金 大人 8,980円
小人 4,520円　合計 13,500円

「浅草往復列車たび
きっぷ」を利用

大人 6,730円
小人 3,400円　合計 10,130円

「夏休みファミリー
割引事業」を利用

大人 6,730円
小人 1,000円　合計 06,730円

例えば、１と３を利用すると、
こんなにお得になりますよ。得
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役 場 か ら の お 知 ら せ

ごみは、しっかり分別して出しましょう
"ごみの出し方"についてのお願い

　ごみの出し方については、ごみ分別収集カレン
ダーや家庭ごみの出し方等でお知らせしています
が、分別する際に注意の必要なものがあります。
　今回は、その一例をご紹介しますので、ごみを
分別する際の参考にしてください。

○汚れをきれいに落として、指定ごみ袋に入れ
　て出してください。
○プラスチック製であっても、マークがないも
　の（おもちゃ、バケ
　ツ、歯ブラシなど）
　は『燃えるごみ』に
　分別してください。

プラ製容器包装の出し方
○汚れのあるものは水洗いし、または、ふき取
って　指定ごみ袋に入れて出してください。
○汚れが落ちないものは『燃えるごみ』に分別し
　てください。
○減容のため、つぶ
　してから出しまし
　ょう。

紙製容器包装の出し方

　プラ製、紙製容器包装については、汚れてい
るものが一緒に入っているケースが多く見受け
られます。汚れているものが入っていると、き
れいな容器も汚れてしまい、リサイクルできま
せんのでご注意ください。
　汚れの落ちないものは、必ず『燃えるごみ』に
分別してください。

きれいな容器でリサイクル

環境水道課 環境衛生係　　0241-62-6140
舘岩総合支所振興課 　　　0241-78-3335
伊南総合支所振興課 　　　0241-76-7717
南郷総合支所振興課 　　　0241-72-2114

問

ごみの出し方を確認

ごみを出すときはここに注意

○ごみの出す日は『ごみ分別収集カレンダー』　
　で確認しましょう。
○ごみを出す時間は、指定日の早朝から午前８
　時までです。前日の前出し、回収後の後出し
　はやめましょう。
○ごみ集積所は、可燃ごみ・不燃ごみ、資源ご
　み、粗大ごみが全て同じ場所とは限りません
　ので、確認の上、出してください。

出す日と時間を守ろう

平成26年度南会津町成人式のお知らせ
８月15日に開催

日時　8月15日（金）午前10時 開会
会場　御蔵入交流館 文化ホール

◆成人式の該当者
 ・平成６年４月２日から平成７年４月１日までに生
　まれた人
 ・現在南会津町に住所がある人、南会津町出身の人
　（町立中学校に在籍していた人）

◆案内状について
　該当者には、案内状を送付していますが、不明な
点については役場までお問い合わせください。 教育委員会 生涯学習課  0241-62-5511問

昨年の成人式

　今年も台東区から「バナナの叩き売り」や「飴細工」の大
道芸人さん、「江戸すだれ」などの職人さんがやってきます。
　なかなか見ることのできない『匠の技』をじっくりご覧く
ださい。
　「ものまねショー」や「ピエロ」のステージイベントも盛
りだくさん！皆さん、お誘い合わせの上、ご来場ください！
　舟和の「芋ようかん」、常盤堂の「雷おこし」と「人形焼」
の販売もあります。

ピエロ
～パフォーマンス～

一木ひろし
～ものまねショー～

ふくしま隊
～ステージショー～

タイムスケジュール

《22日（火）》
14:00　暁太鼓（暁の星幼稚園）
15:00　そっくりものまねショー
　　　　～一木ひろし～
19:00　そっくりものまねショー
　　　　～一木ひろし～

《23日（水）》
13:00　ふくしま隊ステージショー
13:30　ピエロのパフォーマンス
15:00　そっくりものまねショー
　　　　～一木ひろし～
17:00　ピエロのパフォーマンス
19:00　そっくりものまねショー
　　　　～一木ひろし～
※夕方から「バナナの叩き売り」　
　も開催。
※神事の進行状況により、時間　
　が変更になる場合もあります。

祇園祭で江戸下町職人展を開催
南会津町・台東区友好都市交流事業

日時　7月22日（火）～ 23日（水）
会場　中町駐車場

商工観光課 観光交流係  0241-62-6200問

電車に乗って上野を満喫しよう
上野動物園散策＆国立科学博物館見学の旅

　電車に乗って友好都市台東区を満喫しよう。上
野動物園や国立科学博物館を散策、昼食はもん
じゃ焼きをお楽しみください。

◆日程

　8月30日（土）日帰り
◆対象
　南会津町内に在住・在勤・在学している人
◆定員
　30 人（先着順。定員になり次第、締切ります。）
◆料金
　大人（中学生以上）8,800 円、小学生 2,800 円
　未就学児 1,000 円
　※料金に含まれるもの
　　往復乗車代（浅草駅～会津田島駅）・往復特急代（浅
　　草駅～鬼怒川温泉駅）、地下鉄（上野動物園から
　　浅草駅集合までの片道のみ自己負担）、上野動物
　　園入場料、科学博物館入館料、昼食代、保険料

◆申込方法
　ハガキに申込者氏名（家族やグル－プ等）・住所・
氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・在勤（学）の方
は勤務先名（学校名・学年）を書いてお申込みくだ
さい。
＊記載については、大人（中学生以上）・小人（小学
　生）・未就学児（小学生未満）の区別がつくように
　お申込みください。
◆申込締切
　７月 30 日（水）必着
◆申込先
　〒 967-8501　南会津町役場商工観光課
　　「友好都市台東区上野動物園の旅」担当係
　※当選者には当選通知を発送します。通知を受
　　理後、みなみやま観光株式会社へ直接ご予約
　　ください。

商工観光課 観光交流係  0241-62-6200問
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622

南会津町青少年の主張大会

役 場 か ら の お 知 ら せ

教育委員２人を再任
南会津町教育委員の再任

教育委員会 学校教育課  0241-62-6300問

　６月に行われた平成26年第２回議会定例会において、議
会の同意を得て、教育委員会委員に渡部謙一さん（中荒井）
と五十嵐竹則さん（上平）が任命されました。
　お二人は６月25日に開催された教育委員会定例会で、渡
部さんが教育委員長に、五十嵐さんが教育長にそれぞれ再任
されました。
　渡部さん、五十嵐さんともに任期は、平成26年６月28日
から平成30年６月27日までの４年間です。

大宅町長の公務百景

６月
1 南会津町消防団春季検閲式
2 駒止湿原保護協議会総会
3 会津高原リゾート㈱、会津

高原フレンドカントリーク
ラブ㈱株主総会／只見川電
源流域振興協議会定期総会

4 県町村会定期総会／県鉄道
活性化対策協議会総会

5 ふくしま緑の森づくり公社
理事会・総会

6 ４地域協議会委員合同研修
会

9 尾瀬保護財団理事会
10 県町村会表彰自治功労者表

彰状伝達式／課長会議
11 国保運営協議会／舘岩地域

防犯協会総会
12 会津高原リゾートチップボ

イラー火入れ式・内覧会
13 議会定例会／高齢者叙勲伝

達式
15 七ヶ岳山開き／ひめさゆり

の郷ウォーク／ひめさゆり
バイクミーティング

16 郡遺族連合会定期総会
17 地球緑化センター専務理事

来庁
18 議会本会議
19 議会本会議
20 議会本会議
21 地区対抗ゴルフ競技大会
22 南会津地方消防操法大会出

場チーム激励／ひめさゆり
祭／青少年の主張大会

23 地中熱エネルギー利用に関
する講演会／東北総体南会
津町実行委員会

24 ようこそ町長室へ
25

～ 27
南会津地方町村長視察研修

28 ふくしまの復興を誓う県民
の集い／ふくしまＤＣク
ロージングセレモニー

29 三ツ岩岳山開き／ジップラ
インオープン安全祈願祭

30 百歳賀寿贈呈式／南会津会
理事会／消防団先遣隊辞令
交付式

№２

町長の公務を
報告するコーナーです。

生
き
て
い
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い

　
　

田
島
小
６
年　

五
十
嵐 

琴こ
と
の乃

田
島
地
域
の
良
い
と
こ
ろ
発
見

　
　

田
島
二
小
６
年　

高
野 

桃も
も
き姫

転
校
を
き
っ
か
け
に

　
　

桧
沢
小
６
年　

齋
藤 

愛ま
な
か華

地
域
を
支
え
る
人
に
な
る

　
　

荒
海
小
６
年　

渡
部 

龍り
ゅ
う
と人

夢
を
か
な
え
る
場
所

　
　

舘
岩
小
６
年　

星　

 

春は
る
な奈

で
も
、
ぼ
く
は
そ
う
思
う

　
　

南
郷
小
６
年　

馬
場 

真し
ん
ご吾

今
の
自
分
、
そ
し
て
将
来
へ

　
　

伊
南
小
６
年　

小
倉 

和か
ず
ま真

水
俣
か
ら
学
ぶ
福
島
の
復
興

　
　

田
島
中
３
年　

渡
部 

優ゆ
う
や也

大
切
な
時
間

　
　

田
島
中
３
年　

高
橋 

陽は
る
な奈

勝
つ
こ
と
よ
り
大
切
な
こ
と

　
　

檜
沢
中
３
年　

服
部 　
圭け
い

歌
舞
伎
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　
　

檜
沢
中
３
年　

猪
股 

美み

え恵

汚
染
さ
れ
る
前
に

　
　

荒
海
中
２
年　

木
下 

あ
さ
ひ

「
天
才
」
に
な
れ
る

　
　

荒
海
中
３
年　

室
井 

美み

ゆ

き
由
喜

な
り
た
い
自
分

　
　

舘
岩
中
３
年　

馬
場 

菜な

み

え
美
恵

強
さ
と
は
何
か
？

　
　

舘
岩
中
３
年　

湯
田 

一か
ず
は葉

抜
け
出
せ
な
い
穴
か
ら
の
脱
出

　
　

南
会
津
中
３
年　

大
桃 　
元は
じ
め

私
を
変
え
て
く
れ
た
も
の

　
　

南
会
津
中
３
年　

馬
場 

萌も
え
ぎ希

伝えたい。この「想い」
あ
い
さ
つ
の
架
け
橋

　
　

田
島
高
３
年　

星　

 

く
る
美

地
元
に
残
る
こ
と

　
　

田
島
高
３
年　

湯
田 

絵
美
子

　御蔵入交流館で開催された青少年の主張大会。
町内の小中学校、高校から270点の応募があり、
選ばれた小学生7人、中学生10人、高校生2人の計
19人が、自分の考えや将来の夢、今の「想い」を堂々
と発表しました。
　それぞれが想いを込めた主張の題名をここで紹
介するとともに、次のページでは最優秀賞に輝い
た主張を掲載します。（原文のまま） 副町長を再任

　６月に行われた平成26年第２回議会定例会において、議
会の同意を得て、南会津町副町長に渡部龍一さん（本町）が
選任されました。
　渡部副町長は副町長２期目となり、任期は平成26年７月
14日から平成30年７月13日までの４年間となります。

渡部 謙一 教育委員長 五十嵐 竹則 教育長

渡部 龍一 副町長

町長を補佐

総務課 総務係  0241-62-6100問

会津高原チップボイラー火入れ式（6/12）

青少年健全育成県民総ぐるみ運動　期間  ７月１日（火）～８月31日（日）
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中
学
生
の
部
・
最
優
秀
賞

な
り
た
い
自
分

　
　
　

舘
岩
中
学
校
３
年　

馬
場 

菜
美
恵

　

私
は
自
分
が
嫌
い
で
す
。
自
分
に
自
信
が

も
て
な
く
て
、
い
つ
も
お
ど
お
ど
し
て
い
る

自
分
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
は
何
も
言
え
ず
、

話
を
振
ら
れ
て
も
、
う
ま
く
こ
た
え
ら
れ
な

く
て
、
人
の
気
を
引
け
な
い
自
分
、
自
分
が

友
達
に
も
話
し
か
け
ら
れ
な
く
て
、
相
手
か

ら
話
し
か
け
ら
れ
る
の
を
待
つ
自
分
、
そ
の

く
せ
、
す
ご
く
短
気
な
自
分
。
こ
ん
な
自
分

が
嫌
で
嫌
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

舘
岩
に
い
る
間
は
、
友
達
は
幼
稚
園
か
ら
ず

っ
と
一
緒
、
こ
ん
な
私
で
も
み
ん
な
理
解
し

て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
高
校
生
に
な
っ
た

ら
、
社
会
人
に
な
っ
た
ら
と
考
え
る
と
、
人

間
関
係
が
こ
の
先
上
手
く
い
く
の
か
ど
う

か
、
と
て
も
不
安
に
な
り
ま
す
。

　

中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
ず
っ
と
、
自
分
が

か
わ
ら
な
く
て
は
何
も
変
わ
ら
な
い
、
こ
の

ま
ま
何
も
し
な
け
れ
ば
、
友
達
も
こ
ん
な
私

に
嫌
気
が
さ
し
て
、
み
な
離
れ
て
し
ま
う
と

思
い
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
一

番
怖
い
こ
と
で
し
た
。

　

私
の
あ
こ
が
れ
、
な
り
た
い
自
分
は
、
誰

か
ら
も
好
か
れ
る
人
。
明
る
く
て
、
人
柄
も

よ
い
素
敵
な
人
。
私
は
、
そ
ん
な
あ
こ
が
れ

の
人
に
な
り
た
く
て
、
少
し
で
も
近
づ
き
た

く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
で
も
、
そ
の
頑
張
り
は
、
自
分
が
無

理
す
る
だ
け
の
、
無
駄
な
努
力
だ
っ
た
の
で

す
。
三
年
生
に
な
っ
た
今
、
や
っ
と
そ
の
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

私
は
変
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
や
っ
た
こ
と
も
な

い
ピ
ア
ノ
、
そ
れ
な
の
に
文
化
祭
の
学
年
合

唱
の
伴
奏
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
生
徒
会
役
員

へ
の
立
候
補
、
こ
う
し
て
こ
こ
で
意
見
文
を

発
表
し
て
い
る
の
だ
っ
て
、
私
に
と
っ
て
は

も
の
す
ご
い
挑
戦
で
す
。
こ
う
い
う
経
験
の

中
で
私
は
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
資
質
や
資
格
、あ
る
べ
き
姿
、

自
分
を
表
現
す
る
こ
と
の
難
し
さ
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
う
れ
し
い

こ
と
、
楽
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
自
分
が
変
わ
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
、
理
想
の
自
分
に
近
づ
い
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
は
日
に
日
に

大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
う
ち
に
、

い
っ
た
い
自
分
は
何
を
し
た
い
の
だ
ろ
う
、

何
を
変
え
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

気
が
つ
い
た
ら
、
仲
の
良
か
っ
た
友
達
と

は
気
ま
ず
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
つ

の
間
に
か
話
し
か
け
づ
ら
い
存
在
に
な
っ
て

い
て
、
そ
の
子
と
毎
日
の
よ
う
に
話
し
な
が

ら
学
校
中
を
歩
き
回
っ
て
い
た
休
み
時
間
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
気
づ

い
た
と
き
か
ら
寂
し
く
て
、
悲
し
く
て
結
局

一
人
で
読
書
。
し
か
し
、
誰
か
ら
も
「
一
人

で
可
哀
想
」
と
思
わ
れ
た
く
な
い
。
で
も
、

ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。「
お
願
い

だ
か
ら
可
哀
想
だ
な
ん
で
同
情
し
な
い
で
」

な
ん
て
願
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

ん
な
素
直
じ
ゃ
な
い
自
分
が
ま
た
も
や
嫌
で

嫌
で
仕
方
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
変

わ
ろ
う
と
し
た
の
に
。
結
果
は
最
悪
で
し

た
・
・
・
。

　

し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
、
私
は
心
を
決
め

て
、
一
度
素
直
に
そ
の
子
に
話
し
か
け
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
子
は
今
ま
で
何
も

な
か
っ
た
よ
う
に
、
普
通
に
接
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
が
嬉
し
く
て
、
そ
れ
か
ら

は
素
直
に
何
事
も
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
時
、
私
は
少
し
「
変
わ
れ
た
」

そ
う
思
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
私
は
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

歌
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
歌
の
歌
詞
が

す
ご
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
『
一
歩
一
歩
歩
い
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
だ

け
で
い
い
・
・
・
。
大
丈
夫
。
僕
ら
は
ず
っ

と
こ
こ
に
い
る
よ
。
だ
か
ら
全
て
さ
ら
け
出

し
て
み
て
、
さ
ぁ
胸
を
張
っ
て
言
え
ば
い
い

ん
だ
〝
そ
れ
が
僕
ら
だ
〟。』

　

こ
の
歌
詞
が
「
無
理
に
変
わ
ろ
う
と
し
な

く
て
い
い
。
全
て
さ
ら
け
出
し
て
み
て
。
そ

れ
が
本
当
の
自
分
な
ん
だ
か
ら
。」
と
私
に

言
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ご
く
感
動
し

ま
し
た
。
な
ぜ
今
ま
で
無
理
に
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
い
つ
も
ど
お
り
の
自

分
で
い
い
、
そ
れ
で
今
ま
で
や
っ
て
き
た
の

だ
か
ら
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
私
は
一

人
じ
ゃ
な
い
、
い
ざ
と
な
っ
た
ら
助
け
て
く

れ
る
友
達
、
そ
し
て
一
番
愛
し
て
く
れ
る
家

族
が
い
る
、
そ
の
人
た
ち
が
い
る
限
り
、
私

は
自
分
で
い
ら
れ
る
気
が
し
ま
す
。

　

私
の
な
り
た
い
自
分
。
そ
の
あ
こ
が
れ
は

今
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
で

理
想
と
し
て
目
指
し
て
、
い
つ
か
は
な
れ
る

と
い
い
け
れ
ど
、
今
は
あ
り
の
ま
ま
の
、
い

つ
も
通
り
の
自
分
で
い
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

大
好
き
な
友
達
や
大
好
き
な
家
族
。
そ
の

他
、た
く
さ
ん
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
が
ら
、

私
は
こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
私
は
昨
日
に
笑
わ
れ
な
い
よ
う

に
、
明
日
も
っ
と
笑
え
る
よ
う
に
、
何
事
も

自
分
ら
し
く
、
精
一
杯
や
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

い
つ
か
自
分
を
好
き
に
な
れ
る
よ
う

に
・
・
・
。

小
学
生
の
部
・
最
優
秀
賞

地
域
を
支
え
る
人
に
な
る

　
　
　
　

荒
海
小
学
校
６
年　

渡
部 

龍
人

　
「
な
ぜ
、
ぼ
く
の
周
り
に
い
る
大
人
た
ち

は
、
ぼ
く
た
ち
に
声
を
か
け
た
り
何
か
し
て

く
れ
た
り
す
る
の
だ
ろ
う
。」
ぼ
く
は
登
校

の
バ
ス
を
待
ち
な
が
ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
た
ち
は
、
登
校
や
下
校
の
時
に

ぼ
く
た
ち
小
学
生
や
中
学
生
に「
お
は
よ
う
」

「
お
か
え
り
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

朝
早
く
起
き
て
、
外
に
出
て
声
を
か
け
て
か

ら
自
分
の
家
の
仕
事
を
し
ま
す
。
小
学
生
が

帰
る
と
き
に
な
る
と
、
ま
た
声
を
か
け
る
た

め
に
通
学
路
近
く
に
出
て
き
て
く
れ
る
の
で

す
。

　

こ
れ
は
、
荒
海
地
区
の
「
見
守
り
隊
」
と

い
う
人
た
ち
で
す
。
こ
の
「
見
守
り
隊
」
は

登
下
校
の
と
き
に
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
だ
け

で
な
く
、
交
通
教
室
や
防
犯
教
室
の
と
き
に

も
学
校
に
来
て
、
不
し
ん
者
や
危
険
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
、
ぼ
く
た
ち
が
ど
ん
な
行
動

を
す
れ
ば
い
い
か
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
ぼ
く
が
一
年
生
の
と
き
か

ら
あ
っ
た
の
で
、
ぼ
く
に
と
っ
て
は
「
あ
た

り
ま
え
の
こ
と
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

だ
け
ど
、よ
く
考
え
る
と
地
域
の
人
た
ち
は
、

自
分
の
得
や
利
益
に
な
ら
な
い
の
に
、ま
た
、

自
分
の
子
ど
も
や
孫
で
は
な
い
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
活
動
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
は
「
あ
た
り
ま
え
」
の
こ
と
で
は
な
く
、

も
の
す
ご
く
あ
り
が
た
い
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
考
え
る
と
、
地
域
の
人
た
ち
が

ぼ
く
た
ち
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
は

他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま

し
た
。
冬
に
な
る
と
、
バ
ス
停
ま
で
行
く
道

を
雪
は
き
し
て
く
れ
て
、
通
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
全
校
生
で
地
域
を
ま
わ
る

「
秋
を
見
つ
け
よ
う
」
の
活
動
で
は
、
い
っ

し
ょ
に
つ
い
て
き
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
、
歩
く
と
き
に
み
ん
な
を
ま
と
め

て
く
れ
た
り
、
そ
の
方
が
知
っ
て
い
る
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
り
し

ま
す
。

　

そ
ん
な
地
域
の
方
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表

す
た
め
に
、
荒
海
小
学
校
で
は
、
地
区
の
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
年
に
一
度
、
清
掃
を
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
い

つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
恩
返
し
だ
」「
感

謝
の
気
持
ち
を
表
そ
う
」
と
い
う
気
持
ち
で

一
年
生
の
と
き
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
兄
や
姉
に
聞
く
と
、
兄

の
時
よ
り
前
か
ら
や
っ
て
い
た
と
い
う
の

で
、
最
低
で
も
十
一
年
以
上
前
か
ら
や
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
に

長
い
間
続
く
活
動
だ
と
い
う
こ
と
に
、
ぼ
く

は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

六
年
生
は
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
に「
荒

海
の
底
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
荒
海
地
域

を
支
え
る
人
に
つ
い
て
調
べ
る
学
習
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
ぼ
く
が
思
っ
た
疑

問
「
地
域
の
人
た
ち
は
、
な
ぜ
ぼ
く
た
ち
の

活
動
に
協
力
し
た
り
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ

る
の
か
」「
ど
ん
な
思
い
で
協
力
し
て
く
だ

さ
る
の
か
」
に
つ
い
て
し
っ
か
り
聞
い
て
地

域
の
方
の
気
持
ち
を
知
り
、
も
っ
と
感
謝
の

気
持
ち
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
十
年
後
、
二
十
年
後
に
ぼ
く
が
荒

海
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ
の
地

域
の
方
た
ち
の
よ
う
に
、
相
手
の
こ
と
を
思

っ
て
地
域
の
た
め
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
大

人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小学生の部 中学生の部 高校・青年の部

最優秀賞 渡部　龍人 馬場 菜美恵 ＊

優秀賞
五十嵐琴乃
星　　春奈
小倉　和真

渡部　優也
猪股　美恵
大桃　　元

星　くる美
湯田絵美子

奨励賞
高野　桃姫
齋藤　愛華
馬場　真吾

高橋　陽奈・服部　　圭
木下あさひ・室井美由喜
湯田　一葉・馬場　萌希

＊

平成26年度南会津町青少年の主張大会
審査結果
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　高齢者叙勲で旭日単光章を受章した酒井さんへの伝達
式は、６月13日にご自宅で行われました。県南会津地方
振興局の星次長の立会いの下、大宅町長から酒井さんへ
勲記および勲章が伝達されました。
　酒井さんは、昭和47年から昭和59年までの３期12年、
旧南郷村議会議員を務められました。さらに旧南郷村の
監査委員や農業委員会会長なども歴任。地方自治の発展
に尽力されました。受章に当たり「大変な勲章をいただき、
ありがとうございます」と感謝していました。

高齢者叙勲・酒井喜男さん（鴇巣）

旭日単光章を受章した
酒井喜男さん

子どもたちが考えた防犯標語

　荒海防犯協会（室井洋左会
長）の主催による「防犯標語
審査会」は、６月10日、農村
環境改善センターにて行われ
ました。
　荒海小学校、荒海中学校の
児童生徒154人から作品が応
募され、同防犯協会役員らに
より審査が行われました。
　この結果、優秀作品18点が
選ばれましたので、紹介しま
す。

荒海防犯協会の防犯標語審査会

荒
海
小
学
校

１
年　

お
ぼ
え
よ
う  

い
か
の
お
す
し
が  

あ
い
こ
と
ば　
　
　

湯
田　

紗さ

な名

　
　
　

か
ぎ
か
け
て  

か
く
に
ん
し
た
ら  

い
っ
て
き
ま
す　
　

渡
部　

愛あ

み未

２
年　

は
ん
ざ
い
を  

み
ぜ
ん
に
ふ
せ
ぐ  

ち
い
き
の
目　
　
　

廣
野　

七な
な
と翔

　
　
　

あ
い
さ
つ
は  

ち
い
き
の
あ
ん
ぜ
ん  

ま
も
れ
る
よ　
　

室
井　

恒こ
う
き輝

３
年　

万
引
き
は  

し
な
い
さ
せ
な
い  

周
り
の
目　
　
　
　
　

渡
部　

陽ひ
な
た向

　
　
　

か
ぎ
か
け
る  

家
だ
け
じ
ゃ
な
く  

自
転
車
も　
　
　
　

広
野　

涼り
ょ
う
た太

４
年　

し
め
た
の
か  

う
ら
ぐ
ち
こ
そ
が  

ね
ら
わ
れ
る　
　
　

阿
久
津
道み

ち
た
か嵩

　
　
　

油
断
せ
ず  

見
た
目
で
分
か
ら
ぬ  

怖
い
人　
　
　
　
　

阿
久
津
伸し

ん
や哉

５
年　

万
引
き
は  

自
分
自
身
が  

ダ
メ
に
な
る　
　
　
　
　
　

星　
　

和か
ず
き希

　
　
　

不
し
ん
者
だ  

い
か
の
お
す
し
を  

思
い
出
せ　
　
　
　

渡
部
洸こ
う
た
ろ
う

太
郎

６
年　

普
段
か
ら  

見
守
る
心  

地
域
の
輪　
　
　
　
　
　
　
　

湯
田　

愛あ
い
り梨

　
　
　

あ
い
さ
つ
が  

地
域
の
安
全  

救
う
カ
ギ　
　
　
　
　
　

渡
部　

龍り
ゅ
う
と人

荒
海
中
学
校

１
年　

防
ご
う
よ  

地
域
の
犯
罪  

あ
い
さ
つ
で　
　
　
　
　
　

星　

陽ひ

な

た
南
多

　
　
　

そ
の
電
話  

確
認
し
よ
う  

実
話
か
な　
　
　
　
　
　
　

渡
部　

桐と
う
こ子

２
年　

オ
レ
オ
レ
と  

真
っ
向
勝
負
だ  

誰
で
す
か
？　
　
　
　

室
井　

啓ひ
ろ
と人

　
　
　

気
を
つ
け
て  

両
親
だ
ま
す  

ニ
セ
子
供　
　
　
　
　
　

梅
本　

亜あ

い依

３
年　

お
い
お
前
!!  

犯
罪
す
る
な
ら  

働
け
よ
!!　
　
　
　
　

栗
原　

弘こ
う
た太

　
　
　

見
て
い
る
よ  

君
の
行
動  

地
域
の
目　
　
　
　
　
　
　

室
井
美み

ゆ

き
由
喜

　６月１日に下郷町弥五島地内で発生した原野火
災において、適切な初期消火活動で火災の延焼を
阻止し被害を最小限に抑えたとして、県立田島高
等学校の生徒に対して、南会津地方広域市町村圏
組合消防本部から感謝状が贈呈されました。
　感謝状を贈呈されたのは、小椋裕太さん（２年
＝丹藤）、長谷川元気さん（３年＝下郷町）、星 亘さ
ん（３年＝下郷町）、室井 希さん（２年＝下郷町）
の４人。４人の勇気ある行動が火災を防ぎました。

適切な初期消火、延焼を阻止
田島高生が消防協力者感謝状

６月17日、田島高校において感謝状が贈呈されました。
（写真左から）大橋通南会津地方消防本部長、長谷川元

気さん、星 亘さん、室井 希さん、小椋裕太さん、佐藤
恵一校長

　５月28日から６月２日にかけて、外務省の事業
「JENESYS2.0 歴史文化青少年交流第９陣」として、
フィリピンの大学生52人が本町を訪れ、農業体験
や生活体験などを行い、理解と関心を深めました。
　５月30日には県立南会津高等学校を訪問。初め
は互いに緊張していましたが、次第に打ち解け、
早乙女踊りやフィリピンの踊りなどの民俗芸能の
披露や茶道、習字などで交流を深めていました。

南会津高校生が異文化交流
JENESYS2.0でフィリピン大学生が来町

辞
書
を
片
手
に
習
字
に
挑
戦
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
学
生
。

南
会
津
高
校
生
た
ち
も
熱
心
に
指
導
し
ま
し
た
。

旭日単光章を受章

　舘岩地域は、平成13年から「会津高原教育旅行
誘致協議会（大山義幸会長）」を立ち上げ、首都圏
の小中学校等を対象とした教育旅行の受け入れを
積極的に進めています。
　５月29、30日の両日、埼玉県松伏町立松伏中学
校および千葉県二松学舎大学附属柏中学校の生徒
たちが本町を訪れ、八総地内で桜等の苗木の植栽
を行いました。自分たちで植栽することで、本町
や森林への親しみが育まれたことでしょう。

植栽で首都圏との交流人口増へ
森林環境学習フィールド整備事業

植
栽
は
舘
岩
村
森
林
組
合
と
町
と
共
同
で
実
施
し
ま

し
た
。

　６月15日、ひめさゆりの郷ウォーク2014が会
津高原南郷スキー場のセンターハウス前をスター
ト・ゴールに行われ、町内や県内外から480人あ
まりのウォーキング愛好者が参加しました。
　参加者は、初夏の日射しの中、ちょうど見頃を
迎えたスキー場ゲレンデのひめさゆりや宮床湿
原、ブナ林や伊南川沿いの自然を満喫し、爽やか
な汗を流していました。

初夏を感じたウォーキング
ひめさゆりの郷ウォーク2014

大人も子どももたくさんの参加、ありがとうございました。

　６月22日、第20回ひめさゆり祭が高清水自然公
園ひめさゆり群生地前で行われました。
　当日は朝から小雨となりましたが、群生地に咲
くひめさゆりは、ピンク色の可憐な花やつぼみで
来場者を歓迎。
　また、会場では県立南会津高等学校の生徒によ
る「早乙女踊り」の披露、地域の方々による出店
もあり、来場者は６月末の時期にしか楽しめない
ひめさゆりとの時間を満喫していました。

ひめさゆりと過ごしたひととき
第20回ひめさゆり祭

本町ゆかりの堀下さゆりさんのコンサートも行われ、
堀下さんの澄んだ歌声は、来場者を魅了していました。
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最
寄
り
の
駐
在
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
お

　

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

　

南
会
津
警
察
署 

警
務
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
４
０

入
国
警
備
官
採
用
試
験

　

法
務
省
仙
台
入
国
管
理
局
で
は
、
入
国
警

備
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

［
警
備
官
］

①
平
成
26
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
高
等
学

　

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日

　

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過
し
て

　

い
な
い
人
、
お
よ
び
平
成
27
年
３
月
ま
で

 

・
警
察
官
Ｂ
（
女
性
・
一
般
）　

14
人
程
度

受
験
資
格

(1)
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

(2)
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
除
く

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
、
ま
た
は
平
成
27
年

　

３
月
末
日
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

　

み
の
者

②
人
事
委
員
会
が
①
に
該
当
す
る
者
と
同
等

　

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

第
１
次
試
験

　

９
月
21
日
（
日
）

　

福
島
大
学
、
会
津
大
学
、
福
島
県
い
わ
き

　

合
同
庁
舎

　

受
験
申
込
書
は
、
南
会
津
警
察
署
ま
た
は

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

職
員
採
用
候
補
者
試
験（
消
防
職
員
）

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
、

次
の
と
お
り
消
防
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
員

▼
高
校
卒
程
度

　

消
防
職
員
・
若
干
名

受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）
に

　

該
当
し
な
い
者

③
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
学
歴
は
問
い

　

ま
せ
ん
。）

④
普
通
自
動
車
運
転
免
許（
Ａ
Ｔ
限
定
免
許

　

を
除
く
。）の
取
得
者
ま
た
は
取
得
見
込
者

　

申
込
用
紙
は
、
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村

　

圏
組
合
事
務
局
、
消
防
本
部
・
本
署
、
消

　

防
署
各
出
張
所
・
分
遣
所
で
交
付
し
ま
す
。

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
南
会
津
地
方
広

　

域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局
ま
で
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

７
月
16
日
（
水
）
～
８
月
15
日
（
金
）

　

執
務
時
間
中
に
限
り
ま
す
。
郵
送
の
場
合

　

も
８
月
15
日
（
金
）
必
着
で
す
。

試
験
日
・
場
所

　

９
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時
受
付

　

福
島
県
立
田
島
高
等
学
校

　

http://w
w

w.m
inam

iaizu-kouiki.jp/

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局

　

０
２
４
１
（
６
２
）
０
０
５
４

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

　

部 
総
務
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
２
１
４
１

（
社
）南
会
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
職
員
採
用
候
補
者
試
験

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お
り
訪

問
介
護
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
員

▼
高
校
卒
程
度

　

訪
問
介
護
員
・
１
人

　

西
部
事
務
所（
伊
南
地
域
）に
勤
務
予
定

受
験
資
格

　

次
の
①
～
③
ま
で
の
要
件
を
満
た
し
、
④

ま
た
は
⑤
の
資
格
を
有
す
る
者

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

②
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
者

　
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。）

③
普
通
自
動
車
１
種
免
許
取
得
者

④
介
護
福
祉
士
の
資
格
所
得
者

⑤
看
護
師
（
准
看
護
師
）
資
格
所
得
者

　

申
込
用
紙
は
、
南
会
津
町
社
会
福
祉
協
議

　

会
本
所
お
よ
び
西
部
事
務
所
で
交
付
し
ま

　

す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
８
月
８
日

　
（
金
）
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
執
務

　

時
間
中
に
限
り
ま
す
。）
郵
送
の
場
合
は
、

　

８
月
６
日（
水
）ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
。

試
験
日
・
場
所

　

８
月
23
日
（
土
）　

午
前
10
時
～

　

南
会
津
町
福
祉
ホ
ー
ル

　

南
会
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　

に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

　

業
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
準
ず
る
と
認
め
る
人

［
警
備
官
（
社
会
人
）］

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　
（
上
記
①
に
規
定
す
る
期
間
を
経
過
し
た

　

人
お
よ
び
人
事
院
が
そ
れ
に
準
ず
る
と
認

　

め
る
人
に
限
り
ま
す
。）

受
付
期
間

 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

７
月
22
日
（
火
）
～
31
日
（
木
）

 

・
郵
送
、
持
参

　

７
月
22
日
（
火
）
～
25
日
（
金
）

※
で
き
る
限
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込
み

　

く
だ
さ
い
。

　

法
務
省
仙
台
入
国
管
理
局 

総
務
課

　

０
２
２
（
２
５
６
）
６
０
７
６

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
住
民
集
会
を
開
催
し
ま
す

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強

調
月
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

強
調
月
間
に
合
わ
せ
て
、
住
民
集
会
（
講

演
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
28
日
（
月
）
午
前
10
時
開
会

試 

験

　

０
２
４
１
（
６
２
）
４
１
６
９

　

南
会
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
西
部
事
務
所

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
１
３
１

福
島
県
警
察
官

採
用
候
補
者
試
験
（
高
卒
程
度
）

　

福
島
県
警
察
で
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日

採
用
予
定
の
警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間

　

７
月
11
日
（
金
）
～
８
月
８
日
（
金
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
は
８
月

　

５
日
（
火
）
ま
で

採
用
予
定
人
員

 

・
警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
一
般
）　

48
人
程
度

●日時　7月12日（土）～20日（日）
　　　　　10：00 ～ 18：00
　　　　　初日　13：00 ～ 17：00
　　　　　最終日　15：00まで
●会場　御蔵入交流館 多目的ホール
●料金　無料
●主催　「風121」たじま展実行委員会
●問い合わせ　教育委員会生涯学習課
　　　　　　　℡ 0241-62-6311

℡ 問

場 日

℡

問℡ 問℡

申
くらしの情報

このコーナーの見方
日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問い合わせ
℡ 電話番号

Town  Information

問

　

南
郷
総
合
セ
ン
タ
ー 

３
階 

大
集
会
室

講
演
内
容

「
な
り
す
ま
し
詐
欺
の
被
害
防
止
に
つ
い
て
」

講
師
＝
南
会
津
警
察
署

　
　
　

齋
藤 

洋
二 
生
活
安
全
係
長

主
催
＝
南
会
津
町
・
南
会
津
地
区
保
護
司
会

　

南
郷
総
合
支
所 

町
民
課 
健
康
福
祉
係

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
５

南
会
津
高
等
学
校
同
窓
会
定
期
総
会

　

平
成
26
年
度
定
期
総
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

　

７
月
18
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
開
会

　
「
す
が
や
」（
南
会
津
町
界
）

　

４
、０
０
０
円

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
手
数
で
す

　

が
、
事
務
局
ま
で
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　

い
。

　

南
会
津
高
等
学
校
教
諭 

渡
部

　

０
２
４
１
（
７
３
）
２
２
２
１

催 

し

問℡ 場

自衛官募集
防衛省は次のとおり自衛官を募集します。

▽募集内容
①自衛官候補生・一般曹候補生
　［応募資格］18歳以上27歳未満
　［受付期間］8月1日（金）～ 9月9日（火）

②航空学生
　［応募資格］高卒（見込含）以上21歳未満
　［受付期間］8月1日（金）～ 9月9日（火）

③防衛大学校学生
　［応募資格］高卒（見込含）以上21歳未満
　［受付期間］9月5日（金）～ 9月30日（火）

④高等工科学校生徒
　［応募資格］男子、中卒（見込）以上17歳未満
　［受付期間］11月1日（土）
　　　　　　　～平成27年1月9日（金）

詳しくは、自衛官募集ホームページをご覧く
ださい。

自衛隊福島地方協力本部会津若松出張所
0242-27-6724

自衛官募集 検 索

問

℡

平和を仕事に

問℡ 日場HP

HP ホームページ

申日場

℡

問

　会津地方在住者や
会津に縁のある作家
による総合美術展が
開催されます。日展
入賞者など、素晴ら
しい芸術家たちの作品を間近に見るこの機
会。皆さんぜひ足をお運びください。

2014美術展
「風121」たじま展

申

日

問℡ 申 料 場 日
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《夜のおはなし＆えいが会》
■日時＝ 7 月 26 日（土）　午後 6 時 45 分～
　　　　　　　　　　　　　（１時間程度）
■場所＝南会津町図書館
■対象＝小学生以下
※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

【一般図書】
　平凡　　　　　　　　　　　　　角田　光代／著
　岳飛伝９　　　　　　　　　　　北方　謙三／著
　安南から刺客　　　　　　　　　佐伯　泰英／著
　ホリデー・イン　　　　　　　　　坂木　司／著
　「あまちゃん」はなぜ面白かったか？
　　　　　　　　　　　　　　　　小林　信彦／著
　瓜子姫の艶文　　　　　　　　坂東　眞砂子／著
　夜は終わらない　　　　　　　　星野　智幸／著
　ソボちゃん　　　　　　　　　　有吉　玉青／著
　にゃんそろじー　　　　　　　　中川　翔子／著
　夫婦のルール　　　　　　　　　三浦　朱門／著
　わけあり師匠事の顛末　　　　　佐藤　雅美／著

新着本案内

イベント案内

図書館へ行こう
南会津町図書館　0241-62-5522問

【児童図書】
　ここにいるよ！ナメクジ　
　　　　　　　　　　　皆越　ようせい／写真・文
　しゅくだいさかあがり　　　福田　岩緒／作・絵
　なりたい二人　　　　　　　　令丈　ヒロ子／作
　わらうほし　　　　　　　　　　荒井　良二／作
　だるまちゃんとやまんめちゃん
　　　　　　　　　　　　　　加古　里子／作・絵
　たいくつなトラ　　　　　しまむら　ゆうこ／文
　いえのなかのかみさま　　もとした　いずみ／文
　すきですゴリラ　アントニー・ブラウン／作・絵
　ソフィーのやさいばたけ　ゲルダ・ミューラー／作
　はーいミミせんせいですよ！
　　　　　　　　　　　　やなせ　たかし／作・絵
　かむさりやまのおまじない　三浦　しをん／原作

休 館 日

7 月…14 日（月）、22 日（火）、28 日（月）、31 日（木）
8 月…4 日（月）、11 日（月）、18 日（月）、25 日（月）

　

０
２
４
（
５
２
９
）
７
６
４
９

そ
の
他

①
事
前
申
込
み
不
要
で
す
。

②
開
催
１
週
間
前
に
、
参
加
事
業
所
を
福
島

　

労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

③
事
業
所
ブ
ー
ス
に
お
い
て
、
人
事
担
当
者

　

と
の
個
別
面
談
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
各
機

　

関
に
よ
る
職
業
相
談
、
情
報
提
供
等
を
行

　

い
ま
す
。

 

若
郷
湖
さ
わ
や
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

緑
の
美
し
い
夏
の
ひ
と
と
き
を
湖
畔
で
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

７
月
19
日（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
２
時

　

大
川
ダ
ム
（
若
郷
湖
東
公
園
）

　

ダ
ム
見
学
会
、
木
工
作
教
室
、
電
気
教
室

　

な
ど
。
ま
た
、Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
☆
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｌ（
喜

　

多
方
市
の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
）
や
ゆ
る
キ

　

ャ
ラ
も
出
演
し
ま
す
。

　

大
川
ダ
ム
管
理
支
所

　

０
２
４
２
（
９
２
）
２
８
３
９

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会

　

学
生
等
の
皆
さ
ん
と
県
内
企
業
と
の
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
３
月
新
規
大
学
等
を
卒
業
予
定

　

の
人
、
平
成
24
年
３
月
以
降
に
卒
業
し
て

　

現
在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
人

　

８
月
８
日
（
金
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島
・
二
本
松
・
相
双
管

　

内
の
企
業
を
中
心
に
40
社
が
参
加
予
定

 

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
＝
午
後
０
時
30
分

　
　

～
午
後
０
時
50
分

 

・
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
＝
午
後
０
時
50
分
～

　
　

午
後
１
時
50
分

 

・
合
同
面
接
会
＝
午
後
２
時
～
午
後
４
時
30

　
　

分

　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
（
福
島
市
）

　

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

固定資産税　　　第２期
国民健康保険税　第１期
介護保険料　　　第１期

納期限は 7 月 31 日（木） です。
　町税に関するお問い合わせ先は
　　本庁税務課　　　　　TEL 0241-62-6110
　　舘岩総合支所町民課　TEL 0241-78-3325
　　伊南総合支所町民課　TEL 0241-76-7712
　　南郷総合支所町民課　TEL 0241-72-2224

今月の納税

問 内 場 日℡場 日内 対問

℡

ザ・ベンチャーズ
ジャパン・ツアー2014

■入場料＝前売5,500円（全席指定）未就学児童
の入場不可　■チケット取り扱い＝御蔵入交流
館、チケットぴあ（℡0570-02-9999）、ローソン
チケット（℡0570-084-002）、イープラス（http://
eplus.jp）　■主催＝南会津町文化ホール運営委員
会・南会津町教育委員会・福島中央テレビ
■問い合わせ＝御蔵入交流館（℡0241-62-6311）、
ＧＩＰ（℡022-222-9999）

日時　8月19日（火）
　　　　午後6時30分開演（午後6時開場）

会場　御蔵入交流館文化ホール

チケット好評発売中！

　６月10日、田島ライオンズクラブ（渡部福雄
会長）より、びわのかげ運動公園多目的競技場
へスコアボード２台を寄贈いただきました。
　多目的競技場は、陸上競技だけではなく、ソ
フトボールなど、幅広い用途で利用されていま
す。
　寄贈されたスコアボードは、子どもたちの健
全育成や競技力向上のため、利用されます。

ライオンズクラブから寄贈
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
写
真
左

か
ら
、
渡
部
福
雄
会
長
、
大
橋
仁
一
郎
幹
事
、

猪
股
純
一
南
会
津
町
振
興
公
社
代
表
理
事

　６月８日に新潟県加茂市で開催された「第15
回全国松坂・小唄・日本民謡日本一大会」にお
いて、芳賀茂子さん（永田）が寿年の部で見事優
勝しました。坂田金之進さん（大町）も同部門で
６位に輝きました。
　芳賀さんと坂田さんは、みんよう弘友会（大
竹友喜会長）に所属、樋口弘一さん（本町）の指
導の下、稽古に励み素晴らしい成果を挙げられ
ました。

稽古の成果を披露、見事に優勝
表
彰
式
で
表
彰
さ
れ
た
芳
賀
茂
子
さ
ん
。

み
ん
よ
う
弘
友
会
は
、
こ
の
成
果
を
励
み
に
、

各
地
の
大
会
で
の
入
賞
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　このたび、株式会社菊地商会（菊地義久代表
取締役）が町の事業所として初めて、消防庁長
官表彰の優良危険物関係事業所表彰を受賞しま
した。
　同社は危険物の取り扱いにあたり、過去10
年間にわたって無事故を続けており、優れた危
険物の保安体制が評価されての受賞となりまし
た。６月16日、菊地代表取締役が町長室を訪れ、
町長へ受賞を報告しました。

10年間無事故が評価、初の受賞
（
写
真
左
か
ら
）
大
橋
通
南
会
津
地
方
消
防
本
部

消
防
長
、
菊
地
義
久
代
表
取
締
役
、
渡
部 

暢
南

会
津
危
険
物
安
全
協
会
長

まちの話題＋
プラス
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※ 地域指定のないものは全地域対象です。

7月16日（水）３～４か月児健康診査
［受付］12：15 ～ 12：45
［会場］保健センター
［対象］平成26年３月生まれ

8月01日（金）２歳児歯科健康診査（田島地域）
［受付］12：30 ～ 13：00
［会場］保健センター
［対象］平成24年２～４月生まれ

8月06日（水）３歳６か月児健康診査
［受付］12：30 ～ 13：00
［会場］保健センター
［対象］平成23年１月生まれ

8月20日（水）３～４か月児健康診査
［受付］12：15 ～ 12：45
［会場］保健センター
［対象］平成26年４月生まれ

8月27日（水）１歳６か月児健康診査
［受付］12：30 ～ 13：00
［会場］保健センター
［対象］平成25年１～２月生まれ

8月28日（木）１歳児健康相談（田島地域）
［受付］13：30 ～ 13：45
［会場］保健センター
［対象］平成25年７～８月生まれ

8月29日（金）乳幼児健康相談（西部地域）
［受付］13：30 ～ 13：45
［会場］伊南会館
［対象］平成25年６～８月生まれ

　　　  平成25年12月～平成26年
　　　  ２月生まれ

乳幼児健診・相談カレンダー

健康通信 Health Infomation

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

７・８月の日曜当番医

医院名 電話

7 月

13 日 高橋医院 0241-62-0040

20 日 佐藤医院（下郷町） 0241-67-2134

27 日 芳賀医院（下郷町） 0241-67-2128

8 月

3 日 長谷川医院 0241-62-0032

10 日 馬場医院 0241-62-0141

17 日 なかやクリニック 0241-73-2036

24 日 小野木クリニック 0241-76-7780

31 日 愛輝診療所 0241-78-8688

　膝痛に悩んでいる方、膝痛予防を家族に伝えた
い方、膝らくらく教室に参加してみませんか。
　膝の仕組みや痛みのメカニズムを学び、痛みを
やわらげる簡単な体操を実践します。
　参加を希望される方は、ぜひお申込みください。

［日時］８月 13 日（水）、9 月 16 日（火）、
　　　10 月 16 日（木）、11 月 25 日（火）、
　　　12 月 16 日（火）の５日間
　　　いずれも 13：00 ～ 15：30

［対象］町内に住所がある人
［申込方法］
　　町保健センターまたは各総合支所町民課へお
　申込みください。
　　先着 60 人になり次第、受付を終了します。
　全日程に参加できる人を優先させていただきま
　すので、ご了承ください。

［申込期間］
　　７月 16 日（水）～ 7 月 31 日（木）

［講師］
　　福島県立医科大学　大谷 晃司 先生
　　ＭＣＳ筋肉相談室　島田 一郎 先生

参加者を募集

このコラムは

健康に関するあれこれを

町の保健師たちがつづります。

今月は、星 真由美保健師。

熱中症を予防して

楽しく夏を

過ごしましょう!!

熱
中
症
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　
「
熱
中
症
」
と
い
う
言
葉
を
ニ
ュ
ー
ス

や
新
聞
な
ど
で
よ
く
見
聞
き
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
日
の
最
高
気
温
と
と

も
に
熱
中
症
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
、「
今
日
も
暑
い
１
日
だ
っ
た
な
」
と

振
り
返
る
毎
日
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

暑
さ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
前
に
、
熱
中
症

に
つ
い
て
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
は
、「
熱
中
症
」
と
い
う
と
ど

ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
か
？
『
暑
い

時
に
な
る
』『
水
分
を
摂
ら
な
い
と
な
る
』

『
症
状
が
ひ
ど
い
場
合
は
搬
送
さ
れ
る
』

と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

教
科
書
ど
お
り
表
現
す
る
と
熱
中
症
と

は
、「
高
温
多
湿
な
環
境
に
長
く
い
る
こ

と
で
体
内
の
水
分
や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム

な
ど
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体
温

を
調
節
す
る
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く

な
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
発
症
す
る
障
害

の
総
称
」
で
す
。
簡
単
に
言
い
換
え
れ

ば
、「
高
温
多
湿
な
と
こ
ろ
に
い
た
た
め

に
、
暑
さ
の
限
界
を
感
じ
た
体
が
、
悲
鳴

を
あ
げ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
ま
だ
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な

い
夏
の
初
め
や
、
高
温
多
湿
の
室
内
、
蒸

し
暑
い
日
の
寝
室
な
ど
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
日
中
の
畑
仕
事
な
ど

外
で
の
作
業
は
十
分
に
注
意
を
払
わ
な
け

れ
ば
、
体
は
す
ぐ
に
悲
鳴
を
あ
げ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
方

は
、
体
温
の
調
節
機
能
を
は
じ
め
、
気
温

や
水
分
調
節
に
対
す
る
感
覚
が
未
熟
だ
っ

た
り
、
低
下
し
て
い
た
り
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、気
づ
か
な
い
ま
ま
熱
中
症
に
陥
り
、

重
症
化
し
て
初
め
て
気
が
付
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
熱
中
症
で
の
救
急
搬
送
の
多
く

は
、小
さ
い
子
ど
も
や
高
齢
者
の
方
で
す
。

症
状
が
深
刻
な
と
き
は
命
に
関
わ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
人
ひ
と
り
が
気
を

配
り
、
注
意
を
払
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

楽
し
い
夏
を

　

畑
に
は
、
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト

な
ど
が
た
く
さ
ん
実
っ
て
お
り
、
ス
ー

パ
ー
で
も
お
い
し
い
夏
野
菜
が
手
に
入
る

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
休
み
に

は
遠
く
に
住
ん
で
い
る
親
戚
に
会
っ
た

り
、
花
火
大
会
を
見
に
行
っ
た
り
と
楽
し

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
夏
野
菜
も
夏
の
行
事
も
、
元
気
だ
か

ら
こ
そ
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
熱
中

症
を
予
防
し
て
、
楽
し
く
夏
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

健
すこ

やか

コラム
vol.4

膝らくらく教室

南会津町保健センター　　　　   0241-62-6180
舘岩総合支所町民課 健康福祉係  0241-78-3325
伊南総合支所町民課 健康福祉係  0241-76-7713
南郷総合支所町民課 健康福祉係  0241-72-2225

の保健事業についての問い合わせは町

心の健康相談
　南会津保健福祉事務所では、精神科医師による

「心の健康相談」を実施しています。相談は無料で
秘密は厳守されますので、悩みや不安のある人は、
ぜひお気軽にご相談ください。

［日時］７月 29 日（火）、８月 25 日（月）
　　　　13：30 ～ 15：30

［場所］南会津保健福祉事務所
［料金］無料
［申込み］
　　予約制ですので、事前に南会津保健福祉事務
　所までお申込みください。

［問い合わせ］
　　南会津保健福祉事務所 保健福祉課
　　0241-63-0305

〈熱中症予防のポイント〉

○室内の温度や外の温度をこまめに確認！
→暑さの感じ方は人によって異なります。
　実際の温度をきちんと確認しましょう。

○扇風機やエアコンを上手に活用！
→節電を意識するあまり、我慢して体調
　を崩してしまっては本末転倒です。

○こまめに水分補給を！
→「のどが渇いた」と思ったときは、す
　でに体は脱水状態になっています。

○涼しい服装を心がけよう！
→体を締め付けない服装で。熱を吸収し
　やすい黒や紺色の服は避けましょう。

○外出の際は、帽子や日傘を活用！
→天気の良い日は、日中の外出を避ける
　ことも大切です。

○日ごろから栄養バランスの良い食事を
　し、規則正しい生活を！
→熱中症はその日の体調や体力にも大き
　く影響されます。
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鴫
山
短
歌
会
（
田
島
地
域
）

鎌
倉
崎　

芳
賀　

幸
子

　
「
上
品
な
奥
様
の
よ
う
に
活
け
ま
し
ょ
う
」

                

梅
を
活
け
つ
つ
先
生
の
声元

八
幡　

樋
口　

雅
子

　

孫
曾
孫
発
ち
ゆ
き
し
後
ま
た
元
の

                

一
人
の
部
屋
に
山
を
見
て
居
り高

野　

平
野　

リ
サ

　

た
っ
ぷ
り
と
春
の
日
差
し
と
風
受
け
て

                

大
根
干
し
が
今
日
は
仕
上
が
る

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

梅
雨
冷
え
の
真
っ
先
に
来
る
膝
頭　
　
　
　

柏
倉　

清
子

　

走
り
梅
雨
ひ
と
日
無
策
に
終
り
け
り　
　
　

猪
股
有
隣
子

　

走
り
梅
雨
遠
目
に
映
え
し
愛
宕
山　
　
　
　

星　
　

柳
山

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

ま
だ
八
十
路
も
う
八
十
路
か
な
柿
若
葉　
　
　

白

　

筆
の
手
を
鋤
鍬
に
替
え
農
始
め　
　
　
　
　
　

良

　

尾
白
嶺
に
雪
を
残
し
て
山
開
き　
　
　
　
　

美
世
子

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

初
胡
瓜
丈
夫
な
歯
な
ら
味
噌
付
け
て　
　
　

酒
井　

栄
子

　

化
粧
水
八
十
五
才
の
母
の
日
に　
　
　
　
　

馬
場　

コ
ト

　

田
植
ゑ
終
え
今
日
は
会
津
の
旅
人
に　
　
　

渡
部　

華
子

まちの文芸

むし歯
ゼロ

今
月
は
６
人
の
お
友
だ
ち

緑のふるさと協力隊奮戦記 vol. 3連　載
コラム

文・新村秀夫（伊南地域青柳地区に居住）

シーズン２

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
第
21
期

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
新
村
秀
夫

で
す
。

　

先
日
、
青
柳
地
区
の
久
川
城
太
鼓

保
存
会
の
お
手
伝
い
で
、
郡
山
市
で

行
わ
れ
た
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
左
の
写
真
は
そ

の
時
の
模
様
で
す
。

　

太
鼓
の
音
の
迫
力
を
お
伝
え
で
き

な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
と
て
も
す

ば
ら
し
い
演
奏
を
聴
き
感
動
い
た
し

ま
し
た
。
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
馬
場
浩
さ
ん
か
ら
「
文
化
は
地
域

の
宝
」、
親
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ
伝

え
て
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
集
落
を

守
る
こ
と
だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
自
分
の
地
元
に
は
こ
う
い
っ

た
文
化
が
な
く
、
う
ら
や
ま
し
く
思

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
久
川
城
太
鼓
保
存
会
は

メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
な
り
、
で
き
る

楽
曲
も
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

現
在
メ
ン
バ
ー
を
募
っ
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
太
鼓
を
叩

き
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

私
も
太
鼓
を
始
め
て
間
も
な
い
で

す
が
、
今
年
の
８
月
３
日
に
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
「
大
桃
夢
舞
台
」
で

披
露
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

新村 秀夫　にいむら ひでお

経歴  -Profile-
1974年生まれ。千葉県松戸市出身。
趣味はスキューバダイビングで自然が
大好き。山の魅力を発見するため、登
山などにも挑戦したいと思っています。

平野 永
え い の す け

之佑くん
（伊南）

岩月 優
ゆ う や

弥くん
（田島）

酒井 愛
あ の ん

音ちゃん
（南郷）

星　心
こ は る

晴ちゃん
（田島）

星　悠
は る き

輝くん
（田島）

大関 杏
あ ん な

奈ちゃん
（田島）

編集後記　▽平成 18 年３月に産声を上
げた南会津町。広報紙は町とともに歩み
続け今月で 100 号。無事皆さんにお届け
することができました。ひとまず安堵。
▽毎月の編集に、無い知恵しぼり、四苦
八苦の私の支えは、皆さんからの感想で
す。これからも頑張ります。（相）

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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南こうせつ
コンサートツアー2014

■入場料＝前売5,000円（全席指定）未就学児は入場できま
せん。　■チケット発売について＝７月27日（日）午前９時
より御蔵入交流館にて発売開始。27日のみ１人４枚まで購入
可。　■問い合わせ＝御蔵入交流館（℡0241-62-6311）

日時　11月3日（月・祝）
　　　　午後6時00分 開演（午後5時30分 開場）

会場　御蔵入交流館文化ホール
チケット発売　7月27日（日）午前9時より開始

平成 19（2007）年３月以来の公演！

桐朋学園芸術短期大学『南会津マスターコース2014』
修了コンサート＆音楽講座

日時　7月29日（火）午後1時30分 開場
内容　・第１部　松井康司教授による音楽講座　午後2時～午後2時50分
　　　　　　　　「歌を歌って体内活性化！～夏の思い出を歌おう～」
　　　・第２部　修了コンサート　午後3時～午後5時
会場　御蔵入交流館文化ホール

　東京都調布市にある桐朋学園芸術短期大学と南会津町は、長
年にわたり音楽を通した交流を続けています。同短大が毎年夏
の時期に開催している「南会津マスターコース」の受講生と松
井康司教授による修了コンサートと、音楽講座を今年も開催し
ます。気軽に楽しめる内容です。ぜひお越しください。

■入場料＝無料　■主催＝南会津町教育委員会・南会津町文化ホール運営委員会
■問い合わせ＝教育委員会生涯学習課（℡0241-62-6311）

みんなの檜舞台
今年もやります！

　町の若い力の共演「みんなの檜舞台」！昨年に引き続き今年
も開催します。今回も町内で活動している太鼓、よさこい、ス
トリートダンス、音楽バンドのメンバーが出場し、力のこもっ
た演技・演奏を披露してくれます。
　皆さん、ぜひ御蔵入交流館に足をお運びください。

■入場料＝無料
■出演予定＝はるかぜ（和太鼓）、凛道（よさこい）、紅歌舞（よさこい）、Ｔ.Ｋ.Ｇ（ストリートダンス）
■主催＝南会津町教育委員会・南会津町文化ホール運営委員会　
■問い合わせ＝教育委員会生涯学習課（℡0241-62-6311）

日時　8月10日（日）午後2時00分 開演（午後1時30分 開場）
会場　御蔵入交流館文化ホール

昨年の檜舞台
写真は凛道（よさこい）

文化ホール・ガイド


